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英文学専攻 修士論文作成・提出ガイドライン 

 

１．論文作成ハンドブック  

修論の作成にあたっては、指導教員の指定する論文作成ハンドブック（MLA, APA, MHRA

等）を常に参照し、それに従って表記や形式を整えること。  

 

２．書式  

詳しい書式については、指導教員の指示に従うこと。  

１）用紙サイズ、ソフト：A4版の用紙、文章作成ソフト使用  

２）活字書体、ポイント： Times New Roman あるいは Century の12 pt 

３）余白：上下左右2.5 cm  

４）1枚あたりの行数：25行（左揃え、あるいは両端揃え）  

５）Title page：次ページの「修士論文Title page」例を参照  

６）Contents：Title pageの後  

７）page番号のつけ方：page右上 

８）枚数：50枚以上が望ましい 

 

３．製本  

１）提出部数：正本1部と副本3部を教務課に提出する。正本・副本ともに、表紙の穴開  

けは不要。  

２）正本の製本について  

『履修の手引』の「文学研究科 修士論文提出要領細則」に従う。  

３）副本の製本について  

・副本3部は製本（ソフトカバー）したものを提出すること。  

・副本の製本は、下記の要領で各自、業者に依頼すること。  

①製本業者 Kinko’s http://www.kinkos.co.jp/  

②製本の形式  

・くるみ製本  

・表紙の紙（指定）：最厚紙、色「空」  

・表紙用に、論文のTitle pageの印刷を依頼する。  

(Title pageをコピーし、業者に渡す。)  

１．製本に時間がかかる場合があるので、余裕をもって、店舗に行くこと。 

２．上記の業者は推奨であり、業者との関係はあくまでも各自の責任となる。 

 



４）その他  

①正本にカラーの図版がある場合、副本3部にも該当箇所はカラー印刷にすること。  

②正本にも副本にもTitle pageと同じ中表紙をつけること。 

 

４. 修士論文作成における生成AI利用の留意点 

  ChatGPTなどの生成AIを修士論文の作成において利用する際は、以下の事項に留意するこ

と。 

１） 生成AIの利用については、指導教員の指示に従うこと。 

どのように、またどの程度まで生成AIを利用してよいか判断に迷う場合は、必ず指導教

員に相談すること。 

２） 修士論文は、学生本人の独自の思考・分析・記述を最重視する。 

生成AIはあくまで補助的に用いるものであり、学生自身による研究活動の代替とするこ

とは認められない。 

３） 生成AIの回答を無批判に受け入れないこと。 

生成AIは事実誤認や不正確な内容を含む場合があるため、回答内容の妥当性・正確性を

常に批判的に検討すること。判断がつかない場合は指導教員に相談すること。 

４） 生成AIが生成した文章をそのまま論文に記載してはならない。 

生成AIによる文章を無断で引用・転用することは、他者の著作物を許可なく用いる「盗

用」に当たる。盗用は重大な研究倫理違反である。盗用が認められた場合、修士論文の

審査は不合格となる。 

５） 個人情報や、公にすべきでない情報は生成AIに入力してはならない。 

生成AIを提供する企業は、ユーザーが入力した情報を収集・利用する可能性があること

を常に念頭に置くこと。 
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